
定例会
９月

2

4

6

10

14

決算認定
どうするスーパーライダー
羽合放課後児童クラブ、
拡充が必要
一般質問
ふれあい意見交換会のご案内

決算認定
どうするスーパーライダー
羽合放課後児童クラブ、
拡充が必要
一般質問
ふれあい意見交換会のご案内

………………
…

……………
………………

…

………………
…

……………
………………

…

発行：鳥取県湯梨浜町議会
令和 ６ 年11月 １ 日   発行令和 ６ 年11月 １ 日   発行
発行：鳥取県湯梨浜町議会

議会だより
ゆりはま
議会だより
ゆりはま Vol. 83Vol. 83

湯梨浜町議会
ホームページはこちら

「心をひとつに、ヤー！」「心をひとつに、ヤー！」
（ながせこども園）（ながせこども園）



2ゆりはま議会だより　　第 83 号

堅調な行財政　運営を維持しつつ
　　課題への　取り組みを
堅調な行財政　運営を維持しつつ
　　課題への　取り組みを

農産物などの被害を減少させるため、侵入防止施設や
鳥獣捕獲の推進を図った。ハクビシンなどの被害が増
えているため、実情に即した対応を。

コロナ禍の影響で地域活動や結びつきが希薄とならな
いよう、それぞれの地域の声をよく聴き、今後も住み
よい集落づくりの推進を。

個人などが湖面利用をする際のルールの周知や整備が
不足している点を指摘した。東郷湖のさらなる活用が図
られるような努力を。

優先順位と期限を定め、勧告も視野に入れながら、積
極的に進めてほしい。また、指導のおおまかな基準を
定め、公表も視野に入れ、対策強化に努力を。

部活動指導員や外部指導者の配置により、顧問の時間外
勤務の減少や生徒の技術向上などにつながった。一方
で、休日部活動の地域移行に向けての課題は多く、さらな
る議論や地域への情報周知、学校との連携強化を。

放課後児童クラブ事業

5542万円

放課後児童クラブ事業

5542万円
民間委託事業として概ね計画通りに運営できている。課
題として羽合地域は予測より児童数増加スピードが早く
過密状態である。７年度に間に合うように早急な対策を。

　９月定例会は、６日から24日までの19日間の会期で開催しました。９月定例会は「決算議会」と言わ
れ、令和５年度の一般会計及び特別会計の決算審査が中心です。決算審査特別委員会を設置し、審議し
た結果、一般会計及び特別会計の総額148億５千万円の支出を認定しました。ここでは、議員視点で決
算審査の結果をお届けします。

監査委員の意見（抜粋）　行財政運営の　　  健全化・安定化に努めつつ、課題への対応を

代表監査委員　重松 雅文

歳　出
決算額

一般会計
特別会計

107億4848万円
41億 615万円

歳出 スマート農業促進事業
スマート農業の実践に必要なドローンなど農業用
機械の導入経費を支援した。

歳出 高齢者タクシー料金助成事業
運転免許を持たない高齢者などにタクシーチケッ
トを交付しているが、使用実績は発行枚数対比
66％となった。

歳出 フッ化物洗口事業
小中学校で虫歯予防を目的にフッ化物洗口を実施
し、実施率は94.6％であった。

歳出 中山間地域買物支援事業
買物困難地域への移動販売事業を行う事業者に一
部補助を行った。事業が３年間事業であり、令和
５年度で終了した。継続を検討中。

歳出 産後ケア事業
産後うつ、体調不良となった場合、医療機関と連
携して助産師派遣などを行う。制度利用後の母子
のサポートの継続が必要。

歳出 行政不服審査会負担金
不服申立てがあった場合、第三者機関の設置によ
り、公平性を確保するもの。令和５年度に初めて
申立てがあった。

歳出 跡地利用検討事業
旧北溟中エリアは民間提案の再募集に応募はな
かった。令和６年から区画内道路を見直し、企業
誘致用地として積極的に働きかけていく。旧東郷
中エリアは、民間事業者と協議を重ね、令和６年
４月に基本協定を締結した。

歳出 危険木事前伐採推進事業
倒木による集落の孤立や電線の断線を事前に防ぐ
ため、危険木を伐採した。

その他の事業も
  チェック！！

　
令
和
５
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
や
物
価
高
騰
へ
の

対
応
と
し
て
、
事
業
者

や
住
民
へ
の
支
援
を
行

い
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
発
行
や
水
道
料

金
減
免
な
ど
が
実
施
さ

れ
た
。
ま
た
、
公
共
施

設
の
整
備
と
し
て
、
た

じ
り
こ
ど
も
園
の
施
設

整
備
、
上
町
団
地
の
建

替
え
や
羽
合
小
学
校
の

教
室
増
築
、
泊
体
育
館

の
耐
震
改
修
な
ど
が
進

め
ら
れ
、
歳
出
総
額
は

約
１
４
８
億
５
千
５
０

０
万
円
の
決
算
額
と

な
っ
た
。

　
財
政
運
営
に
お
い
て

は
、
経
費
の
節
減
や
起

債
の
繰
り
上
げ
償
還
の

実
施
、
有
利
な
財
源
の

活
用
に
努
め
、
堅
実
な

運
営
は
評
価
で
き
る
。

し
か
し
、
老
朽
化
し
た

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ

の
更
新
な
ど
多
大
な
財

政
負
担
が
伴
う
事
業
は

ま
だ
多
く
存
在
し
て
い

る
。
医
療
や
介
護
の
給

付
費
も
増
加
傾
向
に
あ

る
た
め
、
給
付
費
の
抑

制
に
向
け
た
取
組
な
ど

を
早
期
に
予
算
反
映
で

き
る
よ
う
努
め
ら
れ
た

い
。
さ
ら
に
、
保
育
士

の
労
働
環
境
改
善
や
児

童
数
増
加
に
伴
う
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
対
応

な
ど
、
多
く
の
課
題
が

残
さ
れ
て
い
る
。
町

民
、
関
係
機
関
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
議
会

へ
説
明
し
、
課
題
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

ドラゴンカヌー事業

226万円

ドラゴンカヌー事業

226万円

空き家対策支援事業

756万円

空き家対策支援事業

756万円

鳥獣被害総合対策事業

1376万円

鳥獣被害総合対策事業

1376万円

運動部活動推進事業

150万円

運動部活動推進事業

150万円

集落支援事業

3601万円

集落支援事業

3601万円

令和５年度

決算
認定
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答 問

ど
う
す
る

　
ス
ー
パ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

答

答

☆
「
多
目
的
温
泉
保
養
施
設
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣
」、「
温
泉

ふ
れ
あ
い
会
館
ハ
ワ
イ
ゆ
～
た
う
ん
」、「
と
ま
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
ふ
る
里
公
園
潮
風
の
丘
と
ま
り
」
と
「
は
わ
い
温
泉
・
東

郷
温
泉
観
光
案
内
所
」
の
運
営
状
況
の
報
告
を
受
け
た
。

　
９
月
２
日
と
18
日
に
開
催
し
た
総
務
産
業
常
任
委
員
会
で
、
執

行
部
か
ら
事
業
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
事
業
の
執
行
状
況
や

効
果
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の

を
掲
載
し
ま
す
。

問

問

　
　
　
　

潮
風
の
丘
と
ま
り
の

　
　
　
ス
ー
パ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

は
、
長
期
間
使
用
で
き
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
ど
う

す
る
の
か
方
向
性
を
早
期
に
示

す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
ス
ー
パ
ー
ス
ラ
イ

　
　
　

ダ
ー
の
改
修
に
は
相
当

な
金
額
が
か
か
る
。
次
の
指

定
管
理
の
公
募
に
当
た
り
、
方

向
性
を
定
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
検

討
を
進
め
る
。

総 務 産 業 常 任 委 員 会

新設された１階テラス

　
　
　
　

龍
鳳
閣
の
運
営
状
況
で
、

　
　
　
令
和
２
年
、
３
年
に
健
康
教

室
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
参
加

料
収
益
が
ゼ
ロ
円
と
な
っ
て
い
る
。

理
由
は
。

　
　
　

 　
健
康
推
進
課
と
連
携
し
、

　
　
　

コ
コ
カ
ラ
運
動
教
室
な
ど
の

参
加
費
を
徴
収
し
て
い
る
。
令
和　

２
、
３
年
は
雑
収
益
で
計
上
し
た

が
、
４
、
５
年
は
見
直
し
を
行
い
参

加
料
収
益
と
し
て
計
上
し
た
。

☆
果
樹
カ
メ
ム
シ
類
被
害
追
加

防
除
の
範
囲
は
、
約
91
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
梨
栽
培
面
積
の
ほ
ぼ

全
域
が
対
象
と
な
る
。 

特
に
新

甘
泉
の
被
害
が
大
き
い
。
県
か

ら
も
緊
急
支
援
事
業
で
追
加
防

除
の
一
部
支
援
が
あ
る
。

☆
第
２
期
改
修
工
事
に
伴
い
５
月

７
日
か
ら
７
月
15
日
ま
で
休
館
し
、

そ
の
間
、視
察
研
修
、リ
ニュ
ー
ア
ル

宣
伝
、誘
致
営
業
を
積
極
的
に
行

い
、16
日
に
開
館
式
を
行
っ
た
。７

月
は
リ
ニュ
ー
ア
ル
に
よ
り
半
月
の

営
業
で
あ
っ
た
が
、予
算
額
を
上
回

る
営
業
収
益
を
得
た
。

カ
メ
ム
シ
被
害
が
拡
大

水
明
荘
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

答

答

問

問

　
　
　
　

被
害
の
実
態
を
数
字
的
に

　
　
　
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
　

 　
出
荷
が
終
了
し
て
か
ら
、

　
　
　

被
害
額
・
出
荷
量
な
ど
の

デ
ー
タ
が
示
さ
れ
る
予
定
。

　
　
　
　
梨
畑
の
条
件
に
よ
っ
て
は

　
　
　
防
除
を
十
分
に
出
来
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
、
異
常
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
が
。

　
　
　

 　
詳
し
い
状
況
が
分
か
り
次

　
　
　

第
報
告
す
る
。

　
　
　
　

フ
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向

　
　
　

け
、
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
　

 　
具
体
的
プ
ラ
ン
は
、
合
併

　
　
　

20
周
年
と
併
せ
て
イ
ベ
ン
ト

を
考
え
て
い
る
。

賑やかだった頃のスーパースライダー
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☆
大
阪
・
関
西
万
博
の
観
光
客

を
本
県
に
誘
客
す
る
た
め
、
鳥

町
有
財
産
を
有
効
利
用

答

答

答

答

☆
町
道
湖
南
線
、
野
花
の
下
水
道
ポ
ン
プ
場
付
近
の
道
路
が
陥
没
、

仮
設
で
復
旧
工
事
を
行
っ
た
。

問

問

　
　
　
　
破
損
し
た
原
因
は

　
　
　
何
か
。

　
　
　
　

下
水
道
管
が
破
損
し

　
　
　

た
と
思
わ
れ
る
。
今

後
、
下
水
道
管
な
ど
の
復
旧
を

行
う
。

☆
旧
羽
合
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
土
地
及
び
建
物
を
、
「
い
な

か
食
品
株
式
会
社
」
に
引
き
続

き
貸
付
を
行
う
。

答答 問問

問

問

　
　
　
　
同
社
の
事
業
内
容
は
。

　
　
　
　

地
元
農
産
物
の
一
次
加
工

　
　
　

で
、
主
に
学
校
給
食
向
け
の

タ
ケ
ノ
コ
の
水
煮
、
ト
マ
ト
、
ス
イ

カ
の
絞
り
汁
、
里
芋
の
加
工
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
貸
付
期
間
は
７
年
と
し
て

　
　
　
い
る
が
、
何
か
の
基
準
が
あ

る
の
か
。

　
　
　

 
隣
接
す
る
羽
合
西
コ
ミ
ュ

　
　
　

ニ
テ
ィ
施
設
の
貸
付
期
間
に

合
わ
せ
た
。

万
博
期
間
中
の

　
　
　
　
　
誘
客
促
進

総 務 産 業 常 任 委 員 会

原
因
解
明
が
急
務

復旧が急がれる陥没現場

いなか食品で製造される加工品

　
　
　
　
湯
梨
浜
町
の
負
担
金
は

　
　
　
１
０
０
万
円
だ
が
、
こ
の
ミ

ス
テ
リ
ツ
ア
ー
全
体
の
予
算
額
は
。

　
　
　
　

総
事
業
費
は
１
億
２
千
万

　
　
　

円
で
、
現
在
検
討
さ
れ
て
い

る
。
同
事
業
は
Ｊ
Ｒ
利
用
者
が
対

象
で
、
平
成
27
年
度
に
も
実
施
さ
れ

た
。
名
探
偵
コ
ナ
ン
が
関
与
す
る
事

件
を
解
決
す
る
形
式
で
、
謎
解
き
を

　
　
　
　

今
後
、
他
の
場
所
で
こ
の

　
　
　

よ
う
な
こ
と
が
発
生
し
な

い
か
。

　
　
　
　
原
因
の
特
定
が
急
が
れ

　
　
　

る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
予

算
編
成
も
あ
り
得
る
。

取
県
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
連
携
事

業
と
し
て
、
名
探
偵
コ
ナ
ン
ミ

ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
。

楽
し
み
つ
つ
観
光
を
体
験
す
る
ツ

ア
ー
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
本
町
が
同
事
業
に
参
加
す

　
　
　
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
　
　

本
町
に
は
宿
泊
先
と
い
う

　
　
　

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

前
回
行
わ
れ
た
ツ
ア
ー
で
は
、
宿
泊

先
を
は
わ
い
温
泉
、
東
郷
温
泉
に
さ

れ
た
人
が
、
４
８
５
人
あ
っ
た
。
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答答

羽
合
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

拡
充
が
必
要

答

答

答

答答

☆
羽
合
地
域
の
児
童
数
は
、
今
後
数
年
高
い
水
準
で
推
移
す
る
見

通
し
で
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
入
れ
体
制
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
新
築
移
転
し
た
後
に
、
現
た
じ
り
こ
ど
も
園
施
設

を
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
転
用
し
、
来
年
４
月
か
ら
の
開
所
を
検

討
す
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

 
９
月
４
日
と
17
日
に
開
催
し
た
教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
、
執
行

部
か
ら
事
業
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
事
業
の
執
行
状
況
や
効

果
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の
を

掲
載
し
ま
す
。

問問

問問 問

問

問問

　
　
　
　

放
課
後
の
小
学
校
の

　
　
　
教
室
を
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
と
し
て
活
用
し
て
は
ど

う
か
。
法
的
な
制
限
が
あ
る

の
か
。

　
　
　
　

法
的
な
と
こ
ろ
は
確

　
　
　

認
が
必
要
。
今
で
も
体

育
館
や
教
室
は
貸
し
て
い
る
。

今
以
上
と
な
る
と
、
管
理
運
営

上
の
難
し
さ
が
あ
る
。

　
　
　
　
現
た
じ
り
こ
ど
も
園

　
　
　
を
使
う
と
な
る
と
改
修

工
事
な
ど
、
新
た
な
費
用
が
か

教 育 民 生 常 任 委 員 会

体育館でのびのびと運動
（羽合第１放課後児童クラブ）

答

か
る
。
移
動
の
問
題
も
あ
り
、
財
政

面
か
ら
の
視
点
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
　

放
課
後
の
教
室
を
使
う
と

　
　
　

い
う
協
議
は
今
ま
で
し
て
い

な
い
。
教
育
委
員
会
や
学
校
と
協
議

し
て
い
き
た
い
。

　

施
設
の
改
修
は
、
利
用
す
る
学
年

に
よ
っ
て
ト
イ
レ
の
改
修
が
必
要
。

移
動
手
段
も
車
と
な
れ
ば
費
用
が
増

額
と
な
る
。
ま
た
、
管
理
運
営
者
と

の
契
約
が
新
た
に
な
る
年
な
の
で
、

こ
ど
も
園
施
設
利
用
を
含
め
た
見

積
も
り
な
ど
、
手
順
を
踏
ん
で
準

備
し
た
い
。

　
　
　
　
来
年
の
４
月
ま
で
時
間
が

　
　
　
な
く
、
中
途
半
端
に
な
ら
な

い
よ
う
お
願
い
し
た
い
。
ど
の
よ
う

に
ト
イ
レ
改
修
を
進
め
る
の
か
。

　
　
　
　

大
人
用
の
ト
イ
レ
を
使
い

　
　
　

な
が
ら
、
別
ト
イ
レ
を
改
修

す
る
方
法
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
学
校
と
の
連
携
を
考
え
る

　
　
　
と
、
教
育
総
務
課
が
担
当
し

た
方
が
良
い
の
で
は
。

　
　
　
　

今
後
の
検
討
課
題
の
ひ
と

　
　
　

つ
と
し
て
、
町
全
体
で
考
え

て
い
く
。

　
　
　
　
民
間
で
あ
っ
て
も
支
援
員

　
　
　
の
確
保
は
大
変
で
あ
る
。
ど

の
程
度
の
増
員
が
必
要
か
。

　
　
　
　

追
加
で
５
名
程
度
が
必
要

　
　
　

に
な
る
。

　
　
　
　
こ
ど
も
園
の
施
設
全
体
を

　
　
　
使
う
予
定
か
。

　
　
　
　

全
体
で
は
な
い
が
、
遊
戯

　
　
　

室
や
広
め
の
教
室
が
使
え
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
雨
の
日
に
子
ど
も
が
遊
べ

　
　
　
る
場
所
の
候
補
と
し
て
、
た

じ
り
こ
ど
も
園
が
挙
が
っ
て
い

た
が
。

　
　
　
　

雨
の
日
の
遊
び
場
利
用
に

　
　
　

つ
い
て
は
、
並
行
し
て
検
討

し
て
い
く
。

　
　
　
　
児
童
ク
ラ
ブ
に
せ
よ
雨
の

　
　
　
日
の
遊
び
場
に
せ
よ
、
総
合

的
に
活
用
方
法
を
検
討
す
べ
き

で
は
。

　
　
　
　

色
々
な
可
能
性
を
排
除
せ

　
　
　

ず
検
討
し
、
費
用
面
を
含
め

た
も
の
を
示
し
た
い
。
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答答

答答

答

答

☆
令
和
５
年
度
の
湯
梨
浜
町
介
護
保
険
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
た
。
２
０
２
５
年
に
は
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

に
な
り
、
医
療
や
介
護
の
需
要
が
さ
ら
に
増
加
す
る
。
今
後
も
早

期
か
ら
の
介
護
予
防
事
業
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
る
。

問問問
　
　
　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

　
　
　
供
す
る
側
の
人
材
は
足

り
て
い
る
か
。

　
　
　
　
求
人
が
常
に
出
て

　
　
　

い
る
な
ど
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

　
　
　
　
今
後
も
人
材
不
足
は

　
　
　
続
く
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。
取
り
組
み
方
法
を
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
　

 

サ
ロ
ン
活
動
な
ど
、

　
　
　

お
互
い
を
支
え
合
え
る

よ
う
な
場
所
を
少
し
ず
つ
で
も

増
や
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

☆
湯
梨
浜
町
で
は
、
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
は
年
々
減
少
し
て
い

る
が
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は

高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
安

定
的
な
運
営
に
向
け
、
全
県
下
で

保
険
料
統
一
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
る
。

答答

答

問

問

問問

問問

国
保
、
県
統
一
に
向
け

て
準
備

教 育 民 生 常 任 委 員 会

介
護
予
防
が

　
　
　
今
後
さ
ら
に
重
要

　
　
　
　
「
昨
年
と
同
じ
収
入
な
の

　
　
　
に
な
ぜ
保
険
料
が
上
が
る
の

か
」
と
の
声
が
あ
る
。

　
　
　

 

率
や
割
合
の
変
更
は
な
い
。

　
　
　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
に

移
行
し
国
保
加
入
者
が
減
っ
て
い

る
。
ま
た
、
全
体
の
医
療
費
は
増
え

て
い
る
た
め
、保
険
料
が
上
が
っ
た
。

　
　
　
　

保
険
料
統
一
の
流
れ
の

　
　
　

中
で
、
算
定
方
式
を
※
４

方
式
か
ら
３
方
式
に
変
更
し
て
い

く
の
か
。

※
４
方
式

　

所
得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
、
平

等
割
か
ら
保
険
料
を
算
定
す
る

方
式
。

費
、
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
が
増
え
て
い
る
が
、
ど
う
い
う

こ
と
か
。

　
　
　

 

一
定
の
額
を
超
え
た
部
分

　
　
　

を
給
付
し
た
り
、
資
産
に
応

じ
た
減
額
を
す
る
も
の
で
、
介
護
利

用
者
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
の
表
れ

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
だ
け

　
　
　
が
減
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
が
、
そ
の
要
因
は
何
か
。

　
　
　

 

支
援
の
必
要
な
人
が
、
要

　
　
　

支
援
を
飛
び
越
し
て
、
要
介

護
１
や
２
に
な
る
ケ
ー
ス
が
少
し
多

く
な
り
、
対
象
者
が
減
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
分
析
し
て
い
る
。

　
　
　
　
65
歳
以
上
の
１
号
被
保
険

　
　
　
者
数
と
64
歳
以
下
の
２
号
被

保
険
者
数
の
推
移
と
保
険
料
の
推
移

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　

 

１
号
被
保
険
者
数
は
減
少

　
　
　

し
な
い
が
、
２
号
被
保
険
者

数
は
減
少
す
る
。
推
計
か
ら
若
い
世

代
の
負
担
が
上
昇
し
、
介
護
保
険
料

は
上
が
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
　

資
産
割
に
つ
い
て
は
、
段

　
　
　

階
的
に
減
額
し
て
３
方
式
に

す
る
予
定
。
保
険
料
水
準
の
統
一
前

に
や
り
た
い
。

　
　
　
　
保
険
料
の
統
一
は
い
つ
頃

　
　
　
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　

令
和
11
年
に
医
療
費
指
数

　
　
　

を
ゼ
ロ
に
す
る
よ
う
調
整

中
。
そ
う
な
れ
ば
湯
梨
浜
町
で
は
県

に
納
付
す
る
負
担
金
が
２
千
万
円
程

度
下
が
る
と
試
算
し
て
い
る
。
一
方

で
、
納
付
金
が
増
え
る
市
町
村
も
あ

る
の
で
調
整
事
項
が
多
い
。

　

最
終
的
に
は
、
ど
の
地
域
に
住
ん

で
も
所
得
や
家
族
構
成
が
同
じ
な

ら
、
保
険
料
も
同
じ
に
な
る
。

　
　
　
　
保
険
料
を
上
げ
な
い
た
め

　
　
　
に
も
、
住
民
の
健
康
づ
く
り

な
ど
総
合
的
な
取
り
組
み
が
大
切

で
は
。

　
　
　
　

協
会
け
ん
ぽ
の
指
導
モ
デ

　
　
　

ル
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
国

保
に
入
る
前
に
、
健
康
な
状
態
で

入
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
強
化
し
て

い
き
た
い
。

長寿をみんなでお祝い（敬老会）
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・�

町
制
施
行
20
周
年
記
念
式
典

２
８
４
万
円

　

演
奏
者
の
変
更
に
伴
う
報
償

費
及
び
姉
妹
都
市
で
あ
る
ハ
ワ

イ
郡
か
ら
郡
長
な
ど
を
招
へ
い

す
る
た
め
の
旅
費
を
補
正
す
る
。

　
旧
羽
合
西
小
学
校
土
地
建
物

貸
付
を
更
新
契
約
す
る
も
の
で

あ
る
。障
が
い
者
・
高
齢
者
雇
用
、

地
域
産
物
の
有
効
活
用
が
目
的
。

　

地
域
活
性
化
が
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
、
７
年
間
の
契
約
延

長
を
可
決
し
た
。貸
付
先
は（
株
）

セ
ン
コ
ー
ス
ク
ー
ル
フ
ァ
ー
ム

鳥
取
と
い
な
か
食
品
（
株
）。

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
２
名

の
推
薦
に
つ
い
て
、
議
会
は
町

か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
、
こ
れ

に
同
意
し
た
。

◯
住
所
：
湯
梨
浜
町
大
字
引
地

　
　
　
　

３
８
４
番
地

　

氏
名
：
森も

り　

輝て
る

信の
ぶ

◯
住
所
：
湯
梨
浜
町
大
字
門
田

　
　
　
　

２
８
７
番
地
１

　

氏
名
：
前ま

え

田た　

昭あ
き

夫お

・�

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

事
業

47
万
円

　

若
い
世
代
を
対
象
に
将
来
の

妊
娠
の
た
め
の
健
康
管
理
を
促

す
取
り
組
み
（
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
ケ
ア
）
の
周
知
、
啓
発

を
行
う
と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
。

・�

湯
梨
浜
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
経
常
経
費５５

１
万
円

　

泊
小
学
校
は
自
校
炊
飯
の
た

め
米
代
の
み
が
給
食
費
に
含
ま

れ
る
が
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

分
に
は
加
工
賃
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
る
た
め
そ
の
差
異
を
補
填

す
る
も
の
。
そ
の
他
、
器
具
の

修
繕
費
や
、
ご
み
処
理
手
数
料

の
改
定
へ
の
対
応
も
行
う
。

　

令
和
５
年
度
決
算
16
議
案
を

は
じ
め
、
補
正
予
算
６
議
案
、

条
例
改
正
４
議
案
、
そ
の
他
工

事
請
負
契
約
な
ど
８
議
案
の
計

34
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
条

例
改
正
１
件
、
国
に
提
出
す
る

意
見
書
１
件
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

補
正
予
算

そ
の
他

合
併
20
周
年
を
全
町
民

で
祝
う

財
産(

土
地
、
建
物)

の

貸
付
に
つ
い
て

湯
梨
浜
町
人
権
擁
護
委

員
の
候
補
者
の
推
薦

若
い
世
代
に
ア
ン
ケ
ー

ト
実
施

自
校
炊
飯
と
の
差
異
を

補
填

９月
定例会

一般会計補正予算
2億487万円を追加

120億6618万円
総 額

湯梨浜町の未来に向かって万歳（河田議長）
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本会議での採決結果 ９月定例会
　議案の裁決は、河田議長を除く９人で行います。今定例会に提出された議案はすべて

全会一致で可決しました。

ファクシミリ・電子メールでの提出も受け付けます！
記載内容、提出先など手続きに関することは町ホームページをご確認いただくか
湯梨浜町議会事務局へお問い合わせください。

常任委員会に付託した陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定しました。

件　　　名 陳情者名 採決結果 委員会の意見

年金制度における外国人
への脱退一時金の是正を
求める意見書の採択を求
める陳情

小坪　慎也
採 　 択

（全会一致）
国に意見書を送付

「キャッシュレス限定バ
ス」に係る意見書の提出
について （陳情）

足羽　佑太 不 採 択

陳情の趣旨は理解できるも
のの、運転手の業務負担
軽減等に役立てるため、
キャッシュレス限定バスの
導入は必要と考える。

地方自治法改正案に反対
する意見書の提出につい
て （陳情）

足羽　佑太
不 採 択

（賛成１人）

国民の安全に重大な影響を
及ぼす事態には、ある程度
の指示はやむを得ない。ま
た、本法は既に成立し、執
行に当たり適切に運用され
るよう附帯決議が付されて
いる。

機能性表示食品に係る安
全性審査の厳格化につい
て（陳情）

足羽　佑太 不 採 択
国は見直しを検討し、既に
対応方針の取りまとめを行
なったため。

請 願 ・ 陳 情 審 査

陳 情
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町政をただす一般
質問町政をただす
　９月定例会では、４人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。
　一般質問とは、議員の日常の活動と調査研究、住民の声や自身の考え方にもとづき、町長
や教育長の方針を問い質

ただ

すものです。
　質問時間は、答弁も含めて１人60分以内で、質問回数に制限はありません。

質問者 質　問　事　項 ページ
小川　　遊 公共ライドシェアで住民の課題解決を １０

松岡　昭博
不登校をどのようにして改善するのか

１１
町費で学校給食費無償化を

米田　強美
ひとり親家庭と高齢単身世帯に支援を

１２
町特産品の長期展望は

増井　久美
修学旅行は安全な所へ

１３
コロナワクチン接種へ助成を

【
小
川
】
昨
年
よ
り
「
自
家

用
車
活
用
事
業（
い
わ
ゆ
る

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
）」お

よ
び「
自
家
用
有
償
旅
客
運

送（
い
わ
ゆ
る
公
共
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
）」が
動
き
出
し
た
。

　

本
町
の
「
交
通
空
白
」
の

状
況
は
。

【
町
長
】
「
自
治
体
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
最
終
答
申
」
が
３
月

末
に
提
出
さ
れ
、
年
内
に

「
交
通
空
白
地
」
を
め
ぐ
る

制
度
が
出
さ
れ
た
。

　

交
通
空
白
地
の
定
義
と
さ

れ
る
駅
か
ら
１
千
メ
ー
ト

ル
、
バ
ス
停
か
ら
５
０
０

メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
集
落
が

羽
合
地
域
で
２
集
落
、
泊
地

域
で
は
１
集
落
、
東
郷
地
域

で
は
15
集
落
と
な
っ
た
。

【
小
川
】
国
も
、
移
動
の
足

の
確
保
を
目
指
す
と
発
表
し

て
い
る
。
自
治
体
が
主
体
と

な
る
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

で
、
「
移
動
」
を
軸
に
地
域

課
題
解
決
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ

い
て
本
町
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

【
町
長
】
観
光
面
で
は
、遠
・

近
距
離
と
も
に
バ
ス
や
自
家

用
車
が
役
立
っ
て
い
る
。

　

町
民
の
日
常
生
活
で
の
支

援
と
し
て
は
、
町
社
協
の
の

り
あ
い
バ
ス
、
高
齢
者
定
期

券
購
入
費
助
成
、
原
地
区
の

買
い
物
・
通
院
な
ど
の
支

援
、
小
浜
地
区
の
通
学
支
援

が
あ
る
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に

つ
い
て
は
、
状
況
を
見
て
考

え
た
い
。

公共ライドシェアで
　　　住民の課題解決を
町長 状況をよく把握して考えていきたい

公共ライドシェアのイメージ

小
お

川
がわ

　　遊
ゆう
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不登校出現率の推移

【
松
岡
】
令
和
５
年
度
に
中

学
校
で
は
、
暴
力
行
為
は
前

年
の
３・
８
倍
の
50
件
、
い

じ
め
は
３
倍
の
54
件
、
不

登
校
は
１・
６
倍
の
36
人
と

な
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
小
中
学
校
で
は
問

題
行
動
や
不
登
校
が
増
え
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】
い
じ
め
の
定
義

の
変
更
や
、
積
極
的
に
認
知

し
た
結
果
、
増
加
し
た
も
の

で
あ
る
。
不
登
校
で
は
保
護

者
の
意
識
の
変
化
や
、
コ
ロ

ナ
禍
で
登
校
す
る
意
欲
が
湧

き
に
く
い
状
況
に
あ
っ
た
。

【
松
岡
】
専
門
家
は
不
足

し
、
教
員
の
働
き
方
改
革
が

求
め
ら
れ
て
い
る
中
、ど
の

よ
う
に
し
て
不
登
校

の
改
善
を
図
る
の
か
。

【
教
育
長
】
不
登
校
問
題
に

特
化
し
た
加
配
教
員
の
配
置

な
ど
の
体
制
を
取
っ
て
い

る
。
ま
た
、
各
学
校
の
担
当

者
で
不
登
校
対
策
委
員
会
を

開
催
し
、
本
年
度
は
児
童
生

徒
と
教
職
員
の
信
頼
関
係
を

さ
ら
に
強
化
す
る
施
策
を
実

施
す
る
。

【
松
岡
】
本
町
で
は
不
登
校

者
に
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方

で
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】
教
育
機
会
確
保

法
な
ど
を
指
針
に
、
定
期
的

に
保
護
者
参
加
の
支
援
会
議

を
開
き
、
学
校
内
の
居
場
所

作
り
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の

紹
介
、家
庭
で
の
学
び
の
支
援

な
ど
、協
議
を
行
っ
て
い
る
。

【
松
岡
】
国
は
、
公
立
小
中

学
校
の
児
童
生
徒
全
員
の
給

食
費
を
無
償
化
し
て
い
る
自

治
体
が
、
令
和
５
年
９
月
時

点
で
全
国
の
約
３
割
に
達
し

た
と
発
表
し
た
。
そ
し
て
、

多
く
の
自
治
体
の
目
的
は
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
や
子
育

て
支
援
と
少
子
化
対
策
と

言
う
。

　

国
の
学
校
給
食
費
無
償
化

に
向
け
た
検
討
状
況
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

の
か
。

【
教
育
長
】
昨
年
６
月
に

「
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
」

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
課
題
の

一
つ
「
学
校
給
食
費
の
無
償

化
」
の
実
態
調
査
が
実
施
さ

れ
た
。
ま
た
、
今
年
６
月
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
骨
太
方
針

２
０
２
４
で
は
「
学
校
給
食

費
無
償
化
の
課
題
整
理
等
を

行
う
」
と
さ
れ
て
い
る
。

【
松
岡
】
国
の
給
食
費
無
償

化
が
困
難
な
場
合
、
町
単
独

で
給
食
費
の
無
償
化
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
教
育
長
】
現
在
は
町
単
独

の
学
校
給
食
費
無
償
化
の
実

施
は
考
え
て
い
な
い
。
給
食

費
の
負
担
が
困
難
な
場
合
、

軽
減
な
ど
を
図
る
政
策
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
学
校

給
食
に
関
す
る
地
域
の
実
態

な
ど
を
考
慮
し
、
国
の
責
任

で
財
源
を
含
め
具
体
的
施
策

を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

松
まつ

岡
おか

　昭
あき

博
ひろ

町
費
で
学
校
給
食
費
無
償
化
を

教育長

現
在
、
町
単
独
の
実
施
は

　
　
　
　
　
　
考
え
て
い
な
い

不登校をどのようにして
　　　　　　　改善するのか
教育長 児童生徒との信頼関係を強化する

町学校給食センター
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椎茸植えの交流事業（湯梨浜町母子会）

【
米
田
】
母
子
家
庭
で
は
養

育
費
を
受
け
取
っ
て
い
な
い

世
帯
が
半
数
を
超
え
、
２
世

帯
に
１
世
帯
が
相
対
的
に
貧

困
の
生
活
水
準
に
あ
る
。
支

援
の
対
応
と
し
て
、
町
は

「
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
ど
の
よ

う
に
連
携
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
福
祉
事
務
所
に
配

置
の
母
子
父
子
自
立
支
援
員

が
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
セ

ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
支
援

し
て
い
る
。

【
米
田
】
養
育
費
の
確
保
に

は
取
り
決
め
を
公
正
証
書
に

す
る
こ
と
が
大
切
。
作
成
費

用
の
補
助
を
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

【
町
長
】
助
成
制
度
導
入
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

【
米
田
】
終
活
に
悩
ん
で
い

る
方
に
「
任
意
後
見
契
約
」

や
「
死
後
事
務
委
任
契
約
」

な
ど
の
情
報
提
供
を
。

【
町
長
】
高
齢
単
身
世
帯
は

年
々
増
加
し
て
い
る
。

　

任
意
後
見
契
約
は
法
定
後

見
制
度
と
合
わ
せ
て
情
報
提

供
や
相
談
対
応
を
実
施
す

る
。
死
後
事
務
委
任
契
約
に

つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め

情
報
提
供
は
慎
重
に
行
う
必

要
が
あ
る
。

【
米
田
】
総
合
戦
略
で
は
令

和
９
年
の
目
標
と
し
て
、
梨

の
栽
培
面
積
は
１
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
シ
ジ
ミ
の
漁
獲
量

は
１
０
０
ト
ン
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
従
事
者
は
高

齢
化
し
て
お
り
、
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
や
新
規
就
農
者

の
現
状
を
考
え
る
と
、
10

年
、
15
年
先
に
は
相
当
な
減

少
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ど
の
程
度
を
想
定
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
そ
の
時
点
で

地
域
の
特
産
品
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
戦
略
で
臨
む
の

か
、
町
長
の
所
見
を
問
う
。

【
町
長
】
梨
・
ぶ
ど
う
・
い

ち
ご
・
す
い
か
・
水
稲
な
ど

も
新
規
就
農
者
が
多
少
出
て

き
て
い
る
が
、
15
年
後
が
ど

う
な
る
か
は
、
農
業
の
場
合

は
難
し
い
。
５
年
ご
と
に
目

標
を
決
め
て
、
良
い
施
策
は

ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
シ
ジ
ミ
に
つ
い
て

は
５
年
後
の
収
穫
量
の
目
標

値
を
１
０
０
ト
ン
と
し
て
い

る
が
、
令
和
５
年
度
は
71
ト

ン
と
減
っ
て
い
る
。
衛
生
研

究
所
な
ど
と
相
談
し
て
決
め

た
数
値
だ
が
、
自
然
が
影
響

す
る
た
め
15
年
後
ど
う
な
る

か
は
難
し
い
。
こ
れ
か
ら
も

よ
く
研
究
・
勉
強
し
て
い
き

た
い
。

米
よね

田
だ

　強
つよ

美
み

若者が希望を持てる農業政策が期待される

町長

町
特
産
品
の
長
期
展
望
は

良
い
施
策
は
取
り
入
れ
応
援

町長

ひとり親家庭と高齢単身世帯
に支援を

寄り添った支援を継続
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【
増
井
】
２
０
２
５
年
４
月

に
開
幕
が
予
定
さ
れ
て
い
る

大
阪
・
関
西
万
博
だ
が
、
建

設
コ
ス
ト
の
増
大
や
、
パ
ビ

リ
オ
ン
建
設
の
遅
れ
、
建
設

地
の
夢
洲
の
地
盤
問
題
・
ガ

ス
爆
発
な
ど
問
題
は
山
積
み

で
あ
る
。
修
学
旅
行
先
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
よ

く
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思
う
。
次
の
点
に
つ
い
て

問
う
。

　

就
学
旅
行
先
の
選
定
に
万

博
が
入
っ
た
理
由
は
何
か
。

【
教
育
長
】
今
年
度
に
入
り

県
教
育
委
員
会
か
ら
連
絡
が

あ
り
、
国
際
博
覧
会
協
会

は
、
修
学
旅
行
で
万
博
を
訪

問
す
る
学
校
に
は
支
援
を
す

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
万
博
は
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
も
学
び
の
多
い
場

と
考
え
て
い
る
。

【
増
井
】
修
学
旅
行
先
の

決
定
は
、誰
が
す
る
の
か
。

【
教
育
長
】
学
校
が
行
っ

て
い
る
。

【
増
井
】
保
護
者
の
意
見
も

聞
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
危

険
な
場
所
を
選
ぶ
べ
き
で
は

な
い
と
思
う
が
、
ど
う
考
え

る
か
。

【
教
育
長
】
メ
タ
ン
ガ
ス
な

ど
に
つ
い
て
の
安
全
対
策
が

取
ら
れ
て
お
り
、
現
状
で
万

博
を
選
択
肢
か
ら
外
す
状
況

に
は
な
い
と
判
断
し
て
い

る
。
保
護
者
の
意
見
に
つ
い

て
は
、
学
校
と
相
談
し
て
み

た
い
。

【
増
井
】
夏
休
み
・
お
盆
休

み
に
よ
る
人
の
移
動
で
、
コ

ロ
ナ
感
染
者
が
増
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
新
型
コ
ロ
ナ
は
、

盆
明
け
頃
が
ピ
ー
ク
で
、
そ

の
後
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

【
増
井
】
新
型
コ
ロ
ナ
は
５

類
移
行
で
特
例
措
置
が
３
月

末
に
終
了
し
た
。
高
額
の
自

己
負
担
の
た
め
治
療
薬
を
さ

け
る
傾
向
が
生
じ
、
重
症
化

す
る
患
者
が
増
え
て
い
な
い

か
。
コ
ロ
ナ
治
療
薬
の
窓
口

負
担
は
高
額
で
あ
る
た
め
、

国
・
県
に
対
し
て
公
費
補
助

創
設
が
必
要
で
あ
る
と
要
求

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
感
染
法
上
の
位
置

づ
け
は
５
類
に
な
っ
た
が
、

治
療
薬
は
高
額
で
あ
り
、
我

慢
す
る
こ
と
で
重
症
化
し
て

し
ま
う
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る
。
心
配
さ
れ
る
よ
う
な
状

況
に
な
れ
ば
対
応
し
た
い
。

【
増
井
】
ま
た
、
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
も
、
自
己

負
担
の
減
免
を
町
と
し
て
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
定
期
接
種
対
象
者

の
接
種
費
用
は
、
２
千
１

０
０
円
。
自
己
負
担
額
に
つ

い
て
は
、
県
内
市
町
村
の
状

況
や
他
の
予
防
接
種
の
自
己

負
担
割
合
を
考
慮
し
て
い

る
。
そ
れ
以
外
の
接
種
希
望

者
は
、
全
額
自
己
負
担
に

な
る
。

楽しい修学旅行を

増
ます

井
い

　久
く

美
み

教育長 万博を選択肢から
　　　　　外す状況にはない

修学旅行は安全な所へ

コロナワクチン接種券

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
助
成
を

定
期
接
種
対
象
者
は
３
割
負
担

町長
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問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

放課後児童クラブの地域連携

赤い羽根の募金のあり方

子育て支援と地域づくり

高齢者へごみ収集支援を

町女性団体連絡協議会のあり方

保育士不足の解消を

運営は良くなったが、今後の課題として地
域の高齢者などの関わりが必要。仕組み作
りをお願いしたい。

任意は建前ではないのか。自治会によって
取り組みに差があるのはおかしい。

社会全体で子どもに関わりを。

歩行が困難な人には、自宅前でごみを収集す
る仕組みづくりを望む。

支部にこだわる考えが強いと感じる。運営方
法の検討が必要では。

保育士不足が常態化しており、抜本的な見直
しが求められる。他町や民間事業者の取り組
みを参考にしてみては。

季節ごとの行事を行うなど、工夫をされて
いる。地域の方との連携については、担当
課と協議したい。

幅広く意見を聞く必要がある。関係機関と
も協議したい。

地域で子どもたちに関わっていく中で、社
会性のある子どもが育っていくことは大
切。その点を留意した活動を進めたい。

高齢化が進む中で、いろいろな支援が必要
になってくる。地域の実情などを勘案し、
担当課と協議したい。

連絡協議会と議会とで意見交換が行えない
か、お互いに検討したい。

派遣会社からの社員を受けている。保育士
不足は長年の課題で、アンケート調査を行
うなど、対策の取り組みを強化している。

皆さんの声をお聞かせください
今年度も「ふれあい意見交換会（住民と議会との意見交換会）」を次の日程で開催します。

皆さんのお越しをお待ちしています。

皆さんの声をお聞かせください

開催日 時　間 地　域 会　　　場

11月18日（月） 午後７時 羽合 役場羽合庁舎　別館講堂

11月20日（水） 午後７時 泊 中央公民館泊分館　多目的室

11月22日（金） 午後７時 東郷 中央公民館　第１・２会議室
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町民から寄せられた
「行政、議会に対するご意見・提案」について

　「令和５年度ふれあい意見交換会」でいただいたご意見・提案を取りまとめ、所管委員会にお
いて協議を行った後の、議会としての回答や行政の担当部局などからの返答の一部をご紹介いた
します。
　なお、意見交換会でいただいたご意見等への回答は、議会だよりに掲載しきれな
かったものも含め、すべて町ホームページに掲載しています。右のQRコードから
ご覧いただけます。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

自治公民館のＩＴ化を

湖畔公園などのトイレの再整備を

自然環境を活かした観光事業を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自治会の今後のあり方は

町道のかさ上げを

自治公民館でインターネット利用ができれ
ば、子どもの教育や避難時の情報などに利
用できる。

湖畔公園のトイレを洋式にしてほしい。

自然環境を観光事業として活かしてほしい。
美術館の設立を控え、立ち寄ってもらえる町
にしてほしい。

集落では75歳以上の高齢者が増え、役員の
なり手もなくなっていく。今後の自治会のあ
り方を示してほしい。

龍島の排水ポンプのおかげで、今回水害にな
らずにすんだ。あと県道へつながる町道のか
さ上げをお願いしたい。

町光ケーブル網を活用するＴＣＣインター
ネットサービスについて、自治会加入への
支援を検討する。

町が管理する東郷湖畔公園及び東公園のト
イレの洋式化は、今後、実施の可否などを
検討する。

自然環境を活かした周遊性の高い観光地づく
りに努めている。また、県立美術館の開館を
見据え、中部の市町で連携し、観光周遊を進
めるための仕組みづくりを進めている。

自治会は、地域コミュニティを維持する上
で重要な組織。町も地域の実情に応じた支
援を強化していく。

旭区内の排水対策事業は、水路改修、道路
のかさ上げなど、国の予算が確保できた時
点で着手する予定。

意見交換会で活発な意見
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議会の傍聴をお気軽に

【
編
集
】

　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
９
月
27
日
、議
会
広
報
編
集

会
議
の
最
中
、石
破
さ
ん
が
自

由
民
主
党
第
28
代
総
裁
に
決

ま
っ
た
。

　
そ
し
て
10
月
１
日
に
は
第

１
０
２
代
の
総
理
大
臣
と
な

ら
れ
た
。鳥
取
県
初
の
総
理
誕

生
、ま
た
赤
沢
さ
ん
の
大
臣
就

任
を
皆
様
と
共
に
喜
び
た
い
。

　
一
方
で
政
治
に
対
す
る
厳

し
い
世
論
や
海
外
情
勢
の
変

化
、経
済
・
社
会
の
状
況
や
頻

発
す
る
自
然
災
害
な
ど
政
治

課
題
も
多
い
。人
口
問
題
な

ど
、疲
弊
す
る
地
方
の
課
題
に

ど
う
道
筋
を
つ
け
て
い
た
だ

く
か
、総
理
の
手
腕
に
大
い
に

期
待
を
し
た
い
。

　
今
後
の
政
治
日
程
は
相
当

厳
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、体
調

に
留
意
さ
れ
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　（
記
　
寺
地
）

発
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大
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久

留
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地
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　傍聴は議会の審議内容や、議会活動、町政の内容などを知ることので
きる身近な方法です。どなたでも傍聴できますので、役場３階へお気軽に
お越しください。議会の日程は、広報ゆりはま、防災無線放送、町ホーム
ページでお知らせします。

12月6日（金）～
※日程は変更になる場合があります。
　詳しくは町ホームページへ。

次回の定例会は

午前１０時開会

　
湯
梨
浜
町
で
映
画
館
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
何
で
す
か
？

　
子
ど
も
が
誕
生
し
、子
育
て
環
境
を

考
え
て
移
住
を
決
め
ま
し
た
。移
住
先

の
選
定
と
新
た
な
仕
事
を
模
索
す
る
中

で
、大
好
き
な
映
画
を
と
思
い
立
ち
ま

し
た
。湯
梨
浜
町
を
選
ん
だ
の
は
、同
級

生
が
す
で
に
移
住
し
て
お
り
、何
度
か

遊
び
に
来
る
中
で
、風
景
の
美
し
さ
や

人
の
面
白
さ
、食
べ
物
の
美
味
し
さ
に

惹
か
れ
た
か
ら
で
す
。

　
映
画
を
選
ぶ
こ
だ
わ
り
は
？

　
ま
ず
は
二
人
が
面
白
い
と
思
う
の
が

一
番
。お
客
さ
ん
と
触
れ
合
う
中
で
、ど

ん
な
映
画
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
か
も
、

段
々
と
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。期
待
し

た
も
の
、良
い
意
味
で
期
待
に
反
す
る

映
画
。新
た
な
気
づ
き
を
感
じ
る「
戸

惑
い
」を
案
内
す
る
映
画
館
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
映
画
監
督
、濱
口
竜
介
さ
ん
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
あ
り
ま
し
た
が
？

　
10
年
ほ
ど
前
に
、濱
口
監
督
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
半
年
間
通
い
、映
画
に
も

出
演
し
ま
し
た
。そ
ん
な
ご
縁
で
濱
口

監
督
作
品
の
上
映
に
合
わ
せ
て
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
か
？

　
開
館
し
て
３
年
を
過
ぎ
ま
し
た
。地

元
の
常
連
客
は
も
ち
ろ
ん
、島
根
や
岡

山
、広
島
か
ら
も
ご
来
館
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。他
所
の
映
画
館
で
は
上
映
し

な
い
も
の
が
見
ら
れ
て
あ
り
が
た
い
と

声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
す
し
、鑑
賞

後
に
満
足
し
て
出
て
こ
ら
れ
る
顔
を
見

る
の
が
一番
か
な
。

　
今
後
、や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？

　
年
末
に
む
け
て
、世
間
で
ま
だ
認
知

さ
れ
て
い
な
い
国
内
外
の
新
進
気
鋭
の

監
督
た
ち
の
作
品
を
紹
介
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。18
歳
未
満
の
チ
ケ
ッ
ト

は
５
０
０
円
に
、25
歳
以
下
は
１
千
３

０
０
円
に
設
定
し
て
い
ま
す
の
で
、若
い

方
に
映
画
館
で
観
る
映
画
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　
期
待
し
て
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

町民インタビュー町民インタビュー

　今回の町民インタビューでは、さくら工芸品工房で映画館を運営
する、柴田さん、三宅さんご夫婦にインタビューしました。

【「戸惑い」を案内する映画館】
　jig theater  柴田 修兵 さん  　　　 

三宅 優子 さん（藤津）

ジグ　 シ ア タ ー


